
 
 
 

 

第５回英語による科学研究発表会を開催しました！ 
12月14日（土）， 5th English Scientific 

Research Presentation Fair （第５回英語による

科学研究発表会）を開催しました。  

 この発表会は，全国のＳＳＨ校に呼びかけて，各

校で取り組んでいる科学研究の成果を英語でまと

め発表することにより，研究内容の深化を図り専

門性を育成するともに，英語によるプレゼンテー

ションや質疑応答を通して英語力や国際性を育成

することを目指して毎年実施しています。 

 今年は県外から，立命館慶祥高校（北海道），県立福島高校（福島），県立大田原高校（栃木），都立戸

山高校（東京），ノートルダム清心学園（岡山）の５校，県内から日立一，水戸二，清真学園，竜ヶ崎一，

並木中等，茗溪学園，緑岡の７校，合計12校が参加しました。 

今年も例年通り，本校理数科２年生が受付，司会，パソコン操作，記録などの役割を分担し，発表会

の運営をしました。午前中は口頭発表を駿優教育会館大ホールで実施し，７校から10件の口頭発表があ

りました。「光るタピオカ」や「風洞を用いた教室の換気についての実験」などの興味深い内容について，

英語でプレゼンテーションが行われました。午後は同会館５Ｆのイベントスペースに会場を移してポス

ター発表を実施し，全12校から37件のポスター発表がありました。発表者が研究内容を説明すると，聞

いていた大学の先生方やＡＬＴから次々と英語で質問があり，発表者は悪戦苦闘しながらも一生懸命に

その質問に答えていました。また，最後には各校の代表者に感想を述べてもらい，高校生同士の交流を

図ることができました。 

 

 

 

 

    茨城県立緑岡高等学校 
     

2019 年度 №7 

Super Science High School News 


